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１．一般国道４７４号 三遠南信自動車道の事業概要 

（１）事業目的 

 一般国道４７４号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起点とし、静岡県浜松市に至る延長約１００kmの高規格幹線道路（一
般国道の自動車専用道路）です。 

 本事業は、新東名高速道路と中央自動車道をつなぎ、広域ネットワークを構築するとともに、災害に強い道路機能の確保、救
急医療活動の支援、地域活性化の支援を目的に計画された道路です。 

さ ん え ん な ん し ん  

－ １ － 

な が の  い い だ  し ず お か  は ま ま つ  

三 遠 南 信 自 動 車 道 の 全 体 位 置 図 

至）浜松 

至）飯田 

鳳来峡ＩＣ 

■佐久間道路・三遠道路 ■飯喬道路 

－ １ － 

           

一般国道４７４号 三遠南信自動車道

三遠南信自動車道

高速道路

調査中区間

凡例

完成開通 未開通

暫定２
車線開通 未開通

○○○○○○○○

完成２
車線開通

(○○ＩＣ)は仮称

至）飯田 
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静岡県 

浜松市天竜区佐久間町 

（佐久間IC） 

（浦川IC） 

（東栄IC） 

鳳来峡IC 

渋川寺野IC 
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浜松市北区引佐町 

新城IC 

浜松いなさ北IC 

浜松いなさJCT 浜松いなさIC 

三ケ日JCT 
浜松SA 

スマートIC 

新東名高速道路 
東名高速道路 

（水窪IC） 



－ ２ － 

（２）計画概要（飯喬道路） 

 一般国道４７４号三遠南信自動車道飯喬道路は、長野県飯田市山本から下伊那郡喬木村氏乗に至る延長２２．１kmの自動車

専用道路です。飯田山本ＩＣから天龍峡ＩＣ（延長７．２ｋｍ）は、平成２０年４月に２車線で暫定開通しています。 

事業名 一般国道４７４号三遠南信自動車道 
飯喬道路 

道路規格 第１種第３級（飯田山本ＩＣ～飯田東ＩＣ） 
 第１種第４級（飯田東ＩＣ～喬木ＩＣ） 

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ（飯田山本ＩＣ～飯田東ＩＣ） 
 ６０ｋｍ／ｈ（飯田東ＩＣ～喬木ＩＣ） 

車線数 完成４車線（飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ） 
完成２車線（天龍峡ＩＣ～喬木ＩＣ） 

事業化 平成４年度 

用地着手年度 平成７年度 

工事着手年度 平成１０年度 

延長 
（平成２８年度末） 

２２．１ｋｍ 
（７．２ｋｍ暫定２車線開通済） 

前回の再評価 平成２７年度 
（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 １，５１１億円（８１億円増額） 

Ｂ／Ｃ １．４（Ｈ２７再評価時） 

標

準

断

面

図 

【土工部】 【トンネル部】 

１．一般国道４７４号 三遠南信自動車道の事業概要 

単位：ｍ 【橋梁部】 

一般国道４７４号  
三遠南信自動車道 飯喬道路 延長２２．１ｋｍ 

平成２０年４月 
２車線開通済 
延長７．２ｋｍ 

飯田市 
阿智村 
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県
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至 
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松 

（４車線区間） 

【土工部】 【トンネル部】 【橋梁部】 

（２車線区間） 

さ ん え ん な ん し ん  い い だ か  な が の  い い だ  や ま も と  し も い な  た か ぎ  う じ の り  

い い だ や ま も と  てんりゅうきょう 

三遠南信自動車道

高速道路

調査中区間

一般国道

主要地方道

一般県道

県境

市町村境

凡例

完成開通 未開通

暫定２
車線開通 未開通

○○○○○○○○

完成２
車線開通

(○○ＩＣ)は仮称

平成３１年度 
開通予定 

延長４．０ｋｍ 

平成２９年度 
開通予定 

延長３．４ｋｍ 
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一般国道４７４号  
三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路 延長２７．９ｋｍ 

（２）計画概要（佐久間道路・三遠道路） 

事業名 
一般国道４７４号三遠南信自動車道 

佐久間道路・三遠道路 

道路規格 第１種第３級 

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ 

車線数 ２車線 

事業化 平成５年度 

用地着手年度 平成１３年度 

工事着手年度 平成１５年度 

延長 
２７．９ｋｍ 

（１３．９ｋｍ開通済） 

前回の再評価 
平成２７年度 

（指摘事項なし：継続) 

全体事業費 １，６６９億円（７５億円増額） 

Ｂ／Ｃ １．２（Ｈ２７再評価時） 
標

準

断

面

図 単位：ｍ 

静岡県 

愛知県 

１．一般国道４７４号 三遠南信自動車道の事業概要 

【土工部】 【トンネル部】 【橋梁部】 

平成２４年３月 
２車線開通済 
延長１３．４ｋｍ 

 一般国道４７４号三遠南信自動車道佐久間道路・三遠道路は、静岡県浜松市天竜区佐久間町川合から静岡県浜松市北区引 

佐町東黒田に至る延長２７．９kmの自動車専用道路であり、浜松いなさ北ＩＣから鳳来峡ＩＣ（延長１３．４ｋｍ）は平成２４年３月、
浜松いなさJCTから浜松いなさ北ＩＣ（延長０．５ｋｍ）は平成２４年４月に完成２車線により開通しています。 

さ   く   ま  さ ん え ん  し ず お か  は ま ま つ  てんりゅう し ず お か  

さ ち ょ う  

さ ん え ん な ん し ん  き た  

ひ が し く ろ だ  

ち ょ う か わ い  は ま ま つ  い な  

ほ う ら い き ょ う  

さ   く   ま  

東栄町 

平成２４年４月 
２車線開通済 
延長０．５ｋｍ 

三遠南信自動車道

高速道路

調査中区間

一般国道

主要地方道

一般県道

県境

市町村境

凡例

完成開通 未開通

暫定２
車線開通 未開通

○○○○○○○○

完成２
車線開通

(○○ＩＣ)は仮称

 

浜松市
天竜区

 

N平成３０年度 
開通予定 

延長６．９ｋｍ 



50%

60%

70%

80%

90%

100%

三遠南信自動車道
整備前

現況 三遠南信自動車道
整備後

約69%

約79%

約99%

飯田市役所 

浜松市役所 

152

151

256

257

151

災害に強い広域
防災ネットワーク
が構築 

下伊那地域 

奥三河地域 

－ ４－ 

２．評価の視点 
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点 

① 広域ネットワークの構築 

■県境付近では高速ＩＣアクセス６０分カバー圏域に達していない。 
■三遠南信自動車道の整備により、北遠・奥三河地域、下伊那地域のＩＣ６

０分カバー圏人口がほぼ100％となるなど、人口割合が大幅に増加し、
飯田市・浜松市などの都市間の速達性が向上。 

② 災害に強い道路機能の確保 

■県境付近は事前通行規制区間が多く、災害時に連絡できる道路
がない。 

■三遠南信自動車道の整備により、地域間を結ぶ交通軸が形成さ
れ、災害に強い道路の整備により広域防災ネットワークが構築。 

■北遠・奥三河地域と下伊那地域の広域防災ネットワーク 

災害に強い広域
防災ネットワーク
が構築 

災害に脆弱な道路
（事前通行規制区間）
が多く存在 

北遠地域 

北遠・奥三河地域においては 
カバー率が３０％上昇 

■高速ＩＣ60分圏域の拡大 ■高速ＩＣ60分圏人口カバー率 

【北遠・奥三河地域】 

三遠南信自動車道 
整備前 

三遠南信自動車道 
整備後 

現況 

三遠南信自動車道

開通済

事業中

調査中

高速道路

一般国道

通行不能区間

事前通行規制区間

災害等による通行止め箇所

H22.7豪雨災害時

H27.3、Ｈ28.5災害箇所

静岡県 

愛知県 

長野県 

151 

256 

151 

257 

152 

下伊那地域 

奥三河地域 
北遠地域 三遠南信自動車道

開通済区間

事業中区間

調査中区間

高速道路

一般国道

高速IC時間圏

三遠南信自動車道
整備前の60分圏

現況の60分圏

三遠南信自動車道
整備後の60分圏

 ※  北 遠 地 域：  浜松市天竜区（佐久間町、水窪町）          
    奥三河地域：  東栄町、設楽町、豊根村、津具村・富山村 

   下伊那地域：  旧下伊那郡（上村、南信濃村、松川町、高森町、阿南町、
清内路村、阿智村、浪合村、平谷村、根羽村、下條村、 

                      売木村、天龍村、泰阜村、喬木村、豊丘村、大鹿村） 
 出典：平成22年国勢調査、平成28年(一部H27年)プローブデータ 



２．評価の視点 

■鳳来峡IC～浜松いなさJCT開通による救急搬送ルートの変化 

N

開
通
済
区
間 

浜松市 

23
ROUTE

国 道

23
ROUTE

国 道

ROUTE

国 道

1
ROUTE

国 道

1

ROUTE

国 道

257
ROUTE

国 道

257

ROUTE

国 道

151
ROUTE

国 道

151

ROUTE

国 道

151
ROUTE

国 道

151

豊川市民病院 

山間部では、カーブや加
減速が多く、搬送患者へ

の負担が大きい 

豊橋市民病院 

豊橋ハートセンター 
：開通前のﾙｰﾄ 

：開通後のﾙｰﾄ 

凡例 

：開通済区間 

：事業中区間 

：高速道路 

：高速道路 
（事業中） 

：国道 

東栄病院 

■新城市消防本部の声 

・東栄病院から重篤な患者を豊橋方面の病院へ搬送する場合、三遠南信自動
車道の開通により、搬送時間が約１０分短縮され、また走行性が向上したこと
で患者さんや運転手の負担軽減になっています。 

静岡県 
愛知県 

長野県 

153

151 

256 

152 

飯田市役所 

整備前ルート  ※ 

飯田山本IC 

三遠南信自動車道ルート 

※整備前ルート：国道151号・長野県道1号を利用するルート 

飯田市役所⇒遠山郷 
所要時間 

 
 
 
 
 

リニア中央新幹線 
長野県駅 

遠山郷周辺 

しらびそ高原 

遠山温泉郷 

下栗の里 

天龍峡IC 
（千代IC） 

（龍江IC） 

（飯田東IC） 
（氏乗IC） 

喬木IC 

（程野IC） 

向井万場拡幅 
上町～小道木間 

の道路改良 
（開通済） 

小道木バイパス 
（開通済） 

和田バイパス 
（開通済） 

小嵐バイパス 

現
道

改
良

区
間

 
延

長
：
2
1
.1

km
（
内

、
整

備
済

み
1
8
.7

ｋ
ｍ

）
 

三遠南信自動車道

　 開通済区間

　 事業中区間

現道改良区間

　 開通済区間

　 事業中区間

高速道路

一般国道

三遠南信自動車道

　 開通済区間

　 事業中区間

現道改良区間

　 開通済区間

　 事業中区間

高速道路

一般国道

1 

三遠南信道の一部開通により 
現在 約20分 短縮 

三遠南信道の全線開通により 
さらに 約10分 短縮 

③ 救急医療活動の支援 

■奥三河地域唯一の第二次救急医療施設である「東栄病院」は診療
科目が限定されていることから、救急医療サービスにおいても三河
地域等の救急医療施設への依存度が大きい。 

■佐久間道路･三遠道路（鳳来峡ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ）の開通により、
所要時間の短縮など救急医療活動の支援に貢献。 

④地域活性化の支援 

■飯喬道路（飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ）や国道１５２号現道改良区間の開
通後、遠山郷周辺の観光客数が増加傾向。 

■三遠南信自動車道全線開通と、さらにリニア中央新幹線開業による観
光目的の交流人口が増加する効果もあり、より一層の観光交流の促
進が期待。 

－ ５－ 

■観光交流の促進 
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２．評価の視点 
⑤ ストック効果事例：地域間の産業連携の強化 

■東三河・遠州地域の企業から南信州地域への商談件数は増加傾向。商談では直接交渉することが重要であるが、南信州地域から東三河・遠州地
域への移動時間が課題  

■三遠南信自動車道の整備による移動時間短縮が商談機会の増加に繋がり、地域間の産業連携強化を支援 

■東三河・遠州地域から南信州地域への企業照会件数の推移 ■三遠南信自動車道沿線企業の取引事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
三
河
・遠
州
地
域
の
企
業
か
ら 

南
信
州
地
域
へ
の
企
業
照
会
件
数 
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佐久間道路・三遠道路 
（鳳来峡IC～浜松いなさ北IC） 

Ｈ24年３月開通 
さらなる 
増加に期待 

 

 

 

N 

 

 

・取引先との打合せは重要であり、時間価値が高い 
・浜松方面には大手企業があり、新規の引合、現地での設備調整、

技術打合せが頻繁 
・相当の時間短縮が期待でき、連携強化が図れる 

 

  

・取引先への移動時間が最重要課題 
・浜松方面に大手企業があり、タイムリーな生産が求められる 
・三遠南信自動車道によるアクセス向上・時間短縮を期待。新たな

企業取引を増加させたい 

駒ヶ根市：自動組立機・省力機器及び治具の設計製作 

 

 

 

松川町：航空・宇宙関連機器開発・製造 

■企業の声 ②松川町：航空・宇宙関連機器 
開発・製造 

大手企業 

－６－ 

①駒ヶ根市：自動組立機・省力機器
及び治具の設計製作 

※企業照会件数とは、南信州地域の企業と取引を行いたい企業
に対し、南信州・飯田産業センターが南信州地域の企業を照会
した件数。産業連携強化に繋がる指標のひとつ。 

長野県 

愛知県 

静岡県 

現在のルート  

整備後のルート 

南信州地域 

東三河地域 

遠州地域 

① 

② 

 



－ ７ － 

３．事業費の見直しについて：飯喬道路 
■ 事業費増加の要因 

・耐震設計基準改訂による構造物規模の見直し ・・・・・・・・・ １７億円増 

・建設発生土からの砒素の溶出防止対策の増工 ・・・・・・・・  ６４億円増                              合計 ８１億円増 

事業費増額の要因 増額 

①耐震設計基準改訂による構造物規模の見直し 
・道路橋示方書（H24.3）、擁壁工指針（H24）、盛土工指針（H22.4）が改定され、工事未着手であった橋梁、擁壁、高盛土

の適用基準の見直しが生じたことで、下部工事、PC上部工事等の規模が拡大 

１７億円 

②建設発生土からの砒素の溶出防止対策の増工 
・平成２３年度～平成２４年度における飯喬道路（飯田東IC（仮称）～喬木IC間）での地質調査により基準値を超える砒素

の存在を確認 

・平成２５年度～平成２７年度に砒素の分布状況を調査・分析したところ、飯喬道路の１号～１１号トンネル及び一部の切

土予定箇所周辺の広範囲において、溶出基準を超過する岩の分布を確認 

・今後、長野県及び学識経験者の意見を踏まえ、発生土の砒素溶出防止対策を実施 

 

６４億円 



 ①耐震設計基準改訂による構造物規模の見直し・・・・・ １７億円 

 ■当初設計と変更設計の比較 

■道路橋示方書（H24.3）、擁壁工指針（H24）、盛土工指針（H22.4）が改定され、工事未着手であった橋梁、擁壁、高盛土の適用基準の見直しが生じ
たことで、下部工事、PC上部工事等の規模が拡大 

耐震基準の見直しによる主な変更 
橋梁構造部材の増大 橋台接続部構造の見直し 高盛土 

当
初
設
計 

変
更
設
計 

 ■地震動の慣性力増加に伴う部材の増大 

慣性力 

柱基部の曲げ耐力で
水平力に抵抗 

 ■道路橋示方書等の改定 

東北地方太平洋沖地震（Ｈ23年3月） 

道路橋示方書の改定（Ｈ24.3） 
擁壁工指針の改定（H24） 

－ ８ － 

標準のり面勾配にて計画 

補強材 

３．事業費の見直しについて：飯喬道路 

<補強土壁> 

<Ｌ型擁壁> 

上部工鋼材量の増大 

橋梁柱断面の増大 

基礎の増大 

橋台接続部構造の見直し 



2号橋 3号橋 4号橋

1号ﾄﾝﾈﾙ 2号
ﾄﾝﾈﾙ

4号
ﾄﾝﾈﾙ

3号
ﾄﾝﾈﾙ

5号
ﾄﾝﾈﾙ

5号橋

6号
ﾄﾝﾈﾙ

7号
ﾄﾝﾈﾙ

8号
ﾄﾝﾈﾙ

6号橋 7号橋

9号
ﾄﾝﾈﾙ

8号橋 10号
ﾄﾝﾈﾙ

9号橋

11号
ﾄﾝﾈﾙ

氏乗IC
喬木IC

 

－ ９ － 

 ②建設発生土からの砒素の溶出防止対策の増工・・・・・ ６４億円 

 ■平成２３年度～平成２４年度における飯喬道路（飯田東IC（仮称）～喬木IC間）での地質調査により基準値を超える砒素の存在を確認 

 ■平成２５年度～平成２７年度に砒素の分布状況を調査・分析したところ、飯喬道路の１号～１１号トンネル及び一部の切土予定箇所周辺の広範囲
において、溶出基準を超過する岩の分布を確認 

 ■今後、長野県及び学識経験者の意見を踏まえ、発生土の砒素溶出防止対策を実施 

３．事業費の見直しについて：飯喬道路 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
 

 

 
 

     
 

  
 

    

      
 

 

  
 

 

 
 

  
 

 

 

  
 

 

 
 

 

 

  

 

  
 

 

 
 

 

 

  

              

◆当該事業区間は山地であるため、区
間の大部分をトンネル・切土構造が
占める。 

 
◆ほぼ全区間の地質が天龍峡花崗岩か
ら構成されており、重金属類である
砒素が含有することを確認。 

砒素発生範囲（天龍峡花崗岩の分布） 

（仮称）氏乗IC 

喬木IC 

（仮称）飯田東IC 

飯喬道路 飯田東ＩＣ（仮称）～喬木ＩＣ 延長７．５ｋｍ 

     対策必要な切土orトンネル区間 
     対策が不要な切土orトンネル区間 
     調査結果で基準超過した箇所 
     調査結果で基準超過していない箇所 

切土 

切土 

切土 

切土 

切土 

１号トンネル 

切土 

２号トンネル 

３号トンネル 

４号トンネル 

５号トンネル 

６号トンネル 

７号トンネル 

８号トンネル 

９号トンネル 

１０号トンネル 

１１号トンネル 

（地質凡例） 

溶出防止対策（案） 
地下水モニタリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 
  

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

吸着層 

表面緑化 

要対策土 

清浄土で覆土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

 

 

吸着層 



－ １０ － 

３．事業費の見直しについて：佐久間道路・三遠道路 
■ 事業費増加の要因 

・隣接するトンネル掘削結果を踏まえた地山等級の見直し ・・・・・・・・・・・・・・・・７５億円増 

 

                                                                                  合計 ７５億円増 

事業費増額の要因 増額 

①隣接するトンネル掘削結果を踏まえた地山等級の見直し 
・当初、ボーリング調査及び弾性波探査等を実施し、佐久間第２トンネル（一部施工中）、三遠第４トンネル（未  

 施工）の支保パターンをＣパターンを主として想定。 

・一方、隣接する佐久間第1トンネルを掘削した結果、想定よりも軟弱な地盤が多く確認され、短区間で地質が変 

 化する区間における湧水や切羽天端の崩落、低土被り区間における地表面の沈下等の発生を確認。 

・このため、今後掘削を進める佐久間第2トンネル、三遠第４トンネルについても支保パターンの変更（Ｄ）及び 

 補助工法の追加を行う。 

７５億円 



－ １１ － 

３．事業費の見直しについて：佐久間道路・三遠道路 
 ①隣接するトンネル掘削結果を踏まえた地山等級の見直し・・・・・ ７５億円 

■当初、ボーリング調査及び弾性波探査等を実施し、佐久間第２トンネル（一部施工中）、三遠４号トンネル（未施工）の支保パターンをＣパターンを主と

して想定 

■一方、隣接する佐久間第1トンネルを掘削した結果、想定よりも軟弱な地盤が多く確認され、短区間で地質が変化する区間における湧水や切羽天端

の崩落、低土被り区間における地表面の沈下等の発生を確認したため、支保パターンを変更（Ｃ→Ｄパターン） 

■これを踏まえ、今後、掘進する佐久間第２トンネル、三遠４号トンネルについても支保パターンの変更及び補助工法の追加を行う 

 ■施工実績と未施工区間の想定 

■支保工の変状 

三波川帯：

設楽層群：

領 家 帯：

凡例

領家帯と
設楽層群
の境界

：

中 央
構 造 線

：

短区間で地質が変化 

  変状発生が想定 

■佐久間1号トンネル 
  縦断図 

50m程度の短区間で地質が変化している区間 

変状発生区間 

断層 

低土被り(20m程度（2D）以下)区間 

■補助工法の施工例  

※朱書きは、補助工法を示す。 

佐久間第１トンネル 佐久間第１トンネル 



－ １２ － 

４．事業の進捗及び見込みの視点 

           

１）事業の進捗状況 

■事業進捗率は約７５％、用地取得率は９７％に至っています。（平成２８年度末） 

（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は約７１％、用地取得率は９５％（平成２６年度末） 

２）事業の進捗の見込みの視点 

■飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ間（延長７．２ｋｍ）は平成２０年４月に暫定２車線で開通しています。 

■天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ（仮称）間（延長４．０ｋｍ）は平成３１年度に開通予定です。 

■龍江ＩＣ（仮称）～飯田東ＩＣ（仮称）間（延長３．４ｋｍ）は平成２９年度に開通予定です。 

■残る、飯田東ＩＣ（仮称）～喬木ＩＣ間（延長７．５ｋｍ）は、早期開通を目指し、工事を推進します。 

＜佐久間道路・三遠道路＞ 

＜飯喬道路＞ 

１）事業の進捗状況 

■事業進捗率は約７８％、用地取得率は９９％に至っています。（平成２８年度末） 

（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は約７１％、用地取得率は９７％（平成２６年度末） 

２）事業の進捗の見込みの視点 

■鳳来峡ＩＣ～浜松いなさ北ＩＣ間（延長１３．４ｋｍ）は平成２４年３月に開通しています。 

■浜松いなさ北ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間（延長０．５ｋｍ）は平成２４年４月に開通しています。 

■佐久間ＩＣ（仮称）～東栄ＩＣ（仮称）間（延長６．９ｋｍ）は平成３０年度開通予定です。 

■残る、東栄ＩＣ（仮称）～鳳来峡ＩＣ間（延長７．１ｋｍ）は、早期開通を目指し、工事を推進します。 



－ １３ － 

６．対応方針（原案） 
■一般国道４７４号 三遠南信自動車道（飯喬道路、佐久間道路・三遠道路）の事業を継続する。 

５．県・政令市への意見聴取結果 

■浜松市の意見 
   「対応方針（原案）」案に対し異議はない。 

   一般国道474号三遠南信自動車道（佐久間道路・三遠道路）は、東名高速道路や新東名高速道路と連絡することで、広範な交流ネットワーク 

  形成に資するとともに、医療機関への搬送路や災害時の緊急輸送路としての役割を果たす重要な高規格幹線道路である。また、「コンパクト＋ 

  ネットワーク」の考え方に基づき、地域・拠点の連携が図られ、地域活性化や観光振興等、地域にとって大きなストック効果が見込まれる道路で 

  ある。 

   今後も事業を継続し、早期開通に向けて佐久間道路・三遠道路の一層の事業推進をお願いしたい。なお、事業実施にあたっては、一層のコス 

  ト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。 

 

■愛知県の意見 

   「対応方針（原案）」に対して異議はありません。 

   一般国道４７４号三遠南信自動車道（佐久間道路・三遠道路）は、東名・新東名高速道路と連絡することで、広範な交流ネットワーク形成に資 

  するとともに、医療機関への搬送路として、また災害時には緊急輸送道路としての役割を果たす重要な高規格幹線道路である。このため、佐久 

  間IC（仮称）～東栄IC（仮称）については、平成３０年度の全線開通に向け整備促進するとともに、東栄IC（仮称）～鳳来峡IC間についても、一日 

  も早い開通に向け、整備を加速すること。 

   なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められたい。  

＜佐久間道路・三遠道路＞ 

■長野県の意見 
   本事業は、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化に寄与し、極めて重要な道路と認識して 
  います。 
   ついては、事業を継続し、積極的な予算確保により、早期の全線開通を図るよう強く要望します。 
   また、事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められるようお願いします。 

＜飯喬道路＞ 
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